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従来のアイス棒に対する考え方
：加振・加力は強軸方向に充てる

しかし

ねじれが生じた瞬間に
弱軸に力が作用してしまう

靭性が低く大変形に
耐えられない

アイス棒を H形 に

断面二次モーメント
約3.3倍効率的な断面性能を有し、変形を抑制する

ウェブ・フランジで負担する力を明確化

アイス棒タワー特有のメリット

ハーフラップさせることで材軸方向の延長を容易に

ねじれた場合にもウェブかフランジいずれかの強軸が常に加振方向に

平面計画
1. H形アイス棒の強軸を加振方向に合わせる

2. 長方形のプランとすることで効率化

3. 以下の解析結果に基づき、X軸方向の梁は剛接合、Y軸方向の梁はピン接合とする

アイス棒でH形鋼をつくる。

X方向 - 剛
Y方向 - 剛

X方向 - 剛
Y方向 - ピン

最大：
　　　 108 N

せん断 ( Y軸 ) 曲げモーメント
最大：
　　　 313 N・m

最大：
　　　 0 N

せん断 ( Y軸 ) 曲げモーメント
最大：
　　　 331 N・m

加振方向

X

Y

製作手順と仕口の詳細

1. 加工したアイス棒を鏡映配置し

ダボで接合

2. ウェブの凸部とフランジの孔を嵌合

アイス棒でH形鋼をつくる。

3. 柱も同様にウェブ・フランジを嵌合

4. 柱と梁をダボで接合

5. 4を上下左右につなげる ( 柱の弱軸方向は貫き )

梁

梁

柱

梁 柱

アイス棒の弱軸方向の脆弱性・強軸方向の靭性の低さを同時に軽減

メリットH形断面が有する構造的メリット
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H-Wooden Tower 立面図 


